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自己紹介

慶應義塾大学、獨協大学の非常勤講師

文系学生に対して、論理教育の一環として
プログラミング教育を行っています。

これまで以下のプログラミング言語、環境を
開発して、教育の場で活用してきました

日本語プログラミング言語『言霊』

ことだま on Squeak（Squeak e-Toyの改良）
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自己紹介

2009年度未踏プロジェクトにて
「日本語プログラミング言語『言霊』の開発」
（夏野ＰＭ）が採択されました。

なので、勤めていた会社を辞めて
半年間は研究に専念にすることにしました

これから半年間で、もう一度『言霊』を１から
作り直していきます



CreW
Creative Workspace

本日の発表内容

過去の「言霊」文法の目的と問題点

意味は分かりやすいが、構文は分かりにくい

スタック型言語として文法を捉え直す

名詞・助詞・動詞がそれぞれ命令となる

構文が理解できて、かつ意味も伝わる
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言霊を作った目的

文系の学生が、プログラムを書くことに集中
できるプログラミング言語を作りたい

= と == の違いに悩んだり、
( ) や { } や語順やアルファベットに悩んで
プログラミングを嫌いにならないように！

そのためにソースコードを読んだときの
拒絶感を避けることが第一の目標だった
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昔の言霊文法の問題点

繰り返し

亀を作り、「かめ吉」と名付ける。
４回｛
かめ吉を５０ドット進める。
かめ吉を９０度回す。

｝という処理を繰り返す。

コード例

<整数値>回 <ブロック>という処理を繰り返す。
<条件式>限り<ブロック>という処理を繰り返す。

繰り返し

2008年9月27日の情報コミュニケーション学会
ワークショップ「日本語プログラミング」の発表資料
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1: ※縦線を描く
2: 亀を作り、「かめ吉」と名付ける。
3: かめ吉を１００ドット進める。

<亀の名前>を<整数>ドット（だけ）進める。
<亀の名前>を<整数>ドット（だけ）戻す。
<亀の名前>を<整数>度回す。
<亀の名前>の筆を上げる。
<亀の名前>の筆を下げる。
<亀の名前>を<色>筆に変える。

コード例

命令一覧

初心者にとっては、
プログラムの内容
を類推しやすい。

プログラマにとっ
ては、言語とコー
ドの構造が理解で
きない

2008年9月27日の情報コミュニケーション学会
ワークショップ「日本語プログラミング」の発表資料

昔の言霊文法の問題点
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昔の言霊文法の問題点

全て悪いというわけでは無いが・・・

エディタを用意すれば、この構文でもある程度
の規模のプログラムは作成できる

ことだま on Squeak はこのやり方

プログラミングが出来る人からすると・・・

文法理解を妨げる

短いプログラムなら良いが
巨大なプログラムを作る言語を目指すなら
誰もが構文法を共有できる文法が望ましい
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日本語をスタック型言語として扱う

日本語の全ての語句を、データあるいは命
令として扱う。

データあるいは命令はスタックに対して働き
かける
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値：１値：３

スタック型言語の一例

Java Virtual Machine

Java言語の表記
System.out.println( 1 + 2 );

Javaバイトコード(Jasmin）表記
getStatic java.lang.System out
ipush 1
ipush 2
iadd
invoke println(I)

参照：System.out

値：２

＞Java Calc＞Java Calc

3
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例えば以下の日本語プログラムを解析、実行
することを考える。

日本語をスタック型言語として扱う

１に２を足して、それを出力する。
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日本語をスタック型言語として扱う

以下の文法要素が存在すると仮定する

名詞

助詞

動詞（終止形、連用形）

体言節（名詞＋助詞）

名前の付け方にはツッコミがあるかも
しれません・・・
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日本語をスタック型言語として扱う

解析には以下の４つのスタックを利用する

体言スタック・・・体言を積む。

文スタック・・・複文の従属節を積む。

連体修飾語スタック・・・連体修飾語を積む。

連用修飾語スタック・・・連用修飾語を積む。

体言スタック 文スタック 連体修飾語
スタック

連用修飾語
スタック
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体言節

[２][を]

日本語をスタック型言語として扱う

１に２を足して、それを出力する。

１ に ２ を 足して 出力する

体言スタック 文スタック 連体修飾語
スタック

連用修飾語
スタック

体言節

[１][に]

それ を

３

体言節

[３][を]
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日本語をスタック型言語として扱う

各品詞の働き

名詞・・・体言スタックに値を積む。

助詞・・・体言スタックから体言を１つ取り出して
体言節を作り、連用修飾語スタックに積む。

動詞・・・

連用修飾語スタックから実引数を消費する。

助詞を頼りに実引数を仮引数にバインドする

戻り値は文スタックに積む。
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日本語をスタック型言語として扱う

例えば以下の日本語プログラムを解析、実
行することを考える。

今度は複文を使っている

１に２を足したものを出力する。
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体言節

[２][を]

日本語をスタック型言語として扱う

１に２を足したものを出力する。

１ に ２ を 足した 出力する

体言スタック 文スタック 連体修飾語
スタック

連用修飾語
スタック

体言節

[１][に]

もの を

３

体言節

[３][を]
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日本語をスタック型言語として扱う

ちょっと遊んでみました。

名詞・助詞・動詞などの働きを決めてあげ
ると、普通の日本語もプログラム言語として
捉えることが出来そうである

日本語構造解析機のデモ
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日本語をスタック型言語として扱う

各ノードは、最も右のノードが関数、それ以
外が実引数として捉えてください。
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これから先のお話し

文法が未確定な部分が多いので、普通の
プログラムが記述できる言語を目指します

変数定義、分岐、繰り返し、手続き定義、クラス
定義もスタック命令として作成する


